
『
研
究
ノ
ー
ト
』

　
　
伝
覚
如
書
写
本

　
　
　
　
　
『
無
量
寿
経
論
註
』
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
本
　
俊
　
郎

　
　
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
世
親
（
ご
曽
回
乱
Ｉ
、
紀
元
５
世
紀
）
の
『
無
量
寿
経
論
』
（
『
往

生
論
』
『
浄
土
論
』
『
無
量
石
径
長
波
提
舎
願
生
偶
』
な
ど
と
も
い
う
。
題

名
に
関
し
て
は
拙
稿
口
回
〕
○
○
〕
「
『
無
量
寿
径
論
』
テ
キ
ス
ト
の
検

討
」
『
佛
教
大
学
仏
教
学
会
紀
要
』
第
八
号
参
照
さ
れ
た
い
）
を
注
解
し

た
曇
鸞
（
四
七
六
大
五
四
二
？
）
著
『
無
量
寿
経
論
註
』
（
『
往
生
論

註
』
『
浄
土
論
註
』
『
無
量
寿
経
長
波
提
舎
願
生
面
並
註
』
な
ど
と
も
い
う
。

以
下
、
『
論
註
』
と
す
る
）
諸
本
に
関
し
て
は
真
宗
本
願
寺
派
宗
学

院
編
『
古
写
古
本
真
宗
聖
教
現
存
目
録
』
〔
一
九
ヒ
ニ
〕
な
ど
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
真
宗
勧
学
寮
編
『
浄
土
論
註
校
異
』
〔
一
九
二
五
〕
に

は
、
親
鸞
加
点
本
を
底
本
と
し
、
建
保
本
、
高
野
山
百
寿
院
本
、

山
口
県
常
満
寺
本
、
龍
谷
大
学
寛
永
本
、
明
暦
本
、
義
山
本
、
長

闘
寺
本
、
神
興
本
、
金
陵
刻
径
處
本
の
九
本
を
対
校
し
、
そ
の

「
例
言
」
の
中
に
簡
単
な
書
誌
解
説
か
お
る
。

　
さ
ら
に
、
『
浄
土
宗
全
書
』
所
収
の
『
論
註
』
に
は
、
義
山
本

を
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
浄
土
真
宗
聖
典
編
纂
委
具
会

『
浄
土
真
宗
聖
典
七
祖
篇
－
原
典
版
－
』
　
に
は
、
親
試
加

点
本
を
底
本
と
し
、
対
校
本
と
し
工
局
野
山
皆
寿
院
本
、
山
口
県

常
満
寺
本
、
龍
谷
大
学
寛
永
年
間
本
、
龍
谷
大
学
元
禄
十
年
刊
本
、

『
し
祖
聖
教
』
所
収
本
の
五
本
を
用
い
て
お
り
、
こ
れ
に
も
簡
単

な
言
誌
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
佛
教
大
学
図
書
館
所

蔽
伝
覚
如
（
一
二
七
〇
～
一
三
五
一
、
親
焼
末
女
覚
信
尼
の
孫
、
本
願

立
栄
三
代
）
書
写
本
『
論
註
』
は
い
ず
れ
も
底
本
、
対
校
本
と
し

て
用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
紹
介
す
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
唯
一
、
佛

教
大
学
総
合
研
究
所
代
表
香
川
孝
雄
編
　
二
九
九
九
〕
　
『
佛
教
大

学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
浄
土
教
の
総
合
的
研
究
ヒ
　
の
研
究

会
報
告
平
成
七
年
度
の
中
で
佛
教
大
学
則
枝
利
久
教
授
、
岸
一
英

教
授
か
鑑
定
し
た
結
果
報
告
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
そ
の
書
体
か
ら
見
て
、
覚
如
の
書
で
は
な
く
、
｛
至
町
時
代
の
写

本
で
は
な
い
か
｝
と
結
論
づ
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
小
論
で
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
伝
覚
如
書
写
本
『
論
註
』
を
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取
り
上
げ
、
考
察
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
一
　
伝
覚
如
書
写
本
『
論
註
』
の
書
誌
概
略

　
（
装
頓
）
枯
帖
装

　
（
川
墨
）
墨

　
（
界
線
）
な
し

　
（
俳
裁
）
半
葉
六
行
十
七
字
（
十
六
字
、
十
八
宇
も
見
ら
れ
る
）

　
（
紙
幅
）
縦
二
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
ロ
ハ
・
五
セ
ン

　
　
　
　
　
チ
メ
ー
ト
ル

　
（
題
）
外
題
（
左
上
）
往
生
論
註
上
下
二
巻

　
　
　
内
題
（
上
巻
　
左
上
）
論
註
（
下
巻
　
左
上
）
論
註

　
（
尾
題
）
な
し

　
（
本
文
）
全
体
一
箪
　
訓
点
あ
り

　
（
奥
書
）
続
高
僧
所
云
末
詳
其
氏
鵬
門
人
家
近
五
毫
山
神
泣
霊

　
　
　
　
怪
逸
于
民
聴
時
未
志
学
便
往
尋
焉
備
顔
遺
脱
心
神
歓

　
　
　
　
悦

　
　
　
　
上
巻
　
覚
如
上
人
真
筆
墨
附
五
十
三
枚
斤
六
百
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
五
行

　
　
　
　
下
巻
　
覚
如
上
人
真
筆
墨
附
六
十
二
枚
斤
ヒ
百
四
十

　
　
　
　
　
　
　
　
五
行

・
外
題
と
内
題
で
書
名
が
異
な
る
。

・
本
文
中
の
書
き
入
れ
あ
り
（
校
正
の
う
え
で
の
加
筆
訂
正
）
。

・
本
文
中
に
返
り
点
あ
り
。

・
本
書
の
伝
来
を
示
す
所
有
者
の
墨
書
な
ど
は
９
　
ら
れ
な
い
。

・
所
蔵
を
示
す
所
蔵
印
は
佛
教
大
学
蔵
書
貴
重
書
。

　
　
　
二
　
内
容
の
検
討
と
特
徴

　
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
伝
覚
如
書
写
本
『
論
註
』
の
内
容
を
親

鸞
加
点
本
『
論
註
』
と
の
字
句
の
異
同
に
よ
っ
て
紙
幅
の
都
合
上
、

特
に
文
意
の
異
な
る
箇
所
や
興
味
深
い
箇
所
二
十
一
点
を
取
り
上

げ
て
検
討
す
る
（
括
弧
内
は
便
宜
的
に
真
宗
勧
学
寮
編
〔
一
九
二
五
〕

『
浄
土
論
註
校
異
』
の
ペ
ー
ジ
数
を
記
す
）
。

　
ズ
（
上
十
六
ペ
ー
ジ
）

　
　
・
伝
覚
如
１
　
写
本
「
余
若
恭
詳
」

　
　
・
親
試
加
点
本
　
「
余
若
参
詳
」

　
　
前
者
は
「
私
か
も
し
も
恭
し
く
訳
せ
ば
」
と
な
り
、
後
者
は

　
　
「
私
が
も
し
も
訳
に
参
加
す
れ
ば
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

　
　
い
ず
れ
も
文
意
は
通
る
。

二
、
（
上
十
八
ペ
ー
ジ
）

　
　
・
伝
言
如
書
写
本
Ｔ
人
賓
池
如
水
入
玖
」
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・
親
鸞
加
点
本
　
「
入
皆
地
如
水
人
玖
」

　
　
訳
を
付
す
と
前
者
は
「
ま
る
で
水
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ

　
　
う
に
宝
の
池
に
入
っ
て
い
く
」
と
な
り
、
後
者
は
「
ま
る
で

　
　
水
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
宝
の
地
に
入
っ
て
い
く
」

　
　
と
な
る
。
ど
ち
ら
も
文
意
は
通
る
の
で
あ
る
が
、
「
水
の
中

　
　
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
」
と
い
う
た
と
え
か
ら
す
る
と
伝

　
　
覚
如
１
　
写
本
の
読
み
の
方
が
よ
り
文
意
に
か
な
う
と
考
え
ら

　
　
れ
る
。

三
、
（
上
二
十
四
ペ
ー
ジ
～
上
二
十
八
ペ
ー
ジ
）

　
　
伝
覚
如
書
写
本
で
は
「
之
事
～
用
准
阿
弥
陀
如
来
舒
腎
為

　
　
言
」
が
欠
け
て
い
る
。
こ
れ
は
親
試
加
点
本
の
七
十
四
行
分

　
　
に
相
当
す
る
。
内
容
的
に
は
「
荘
厳
大
義
門
功
徳
成
就
」
の

　
　
後
半
部
分
、
「
荘
厳
一
切
所
求
満
足
功
徳
成
就
」
、
「
是
故
願

　
　
生
彼
阿
弥
陀
仏
国
」
、
「
荘
厳
座
功
徳
成
就
」
、
「
荘
厳
身
業
功

　
　
徳
成
就
」
の
前
半
部
分
で
あ
り
、
か
な
り
の
部
分
に
わ
た
っ

　
　
て
欠
損
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
（
上
二
十
八
ペ
ー
ジ
）

　
・
伝
覚
如
書
写
本
「
縁
眼
色
空
」

　
・
親
鸞
加
点
本
　
「
縁
根
色
空
明
作
意
五
因
縁
生
」

　
　
前
者
は
「
〔
眼
識
が
生
ず
る
時
〕
眼
（
眼
と
い
う
感
覚
器
官
）
・

　
　
色
（
対
象
）
・
空
（
空
間
）
に
よ
っ
て
〔
生
ず
る
〕
」
と
な
り
、
後

　
　
者
は
「
〔
眼
識
が
生
ず
る
時
〕
根
（
感
覚
器
官
）
・
色
（
対
象
）
・

　
　
空
（
空
間
）
・
明
（
光
明
）
・
作
意
（
目
ｍ
よ
う
と
す
る
意
志
）
の
五

　
　
つ
の
因
縁
に
よ
っ
て
生
ず
る
」
と
な
る
。
『
論
註
』
の
各
テ

　
　
キ
ス
ト
を
見
る
と
後
者
の
読
み
が
正
し
い
。
「
眼
」
と
「
根
’

　
　
と
は
旁
が
同
じ
で
あ
る
た
め
に
伝
覚
如
書
写
本
は
誤
写
し
か

　
　
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
伝
覚
如
書
写
本
の
底
木

　
　
自
体
が
す
で
に
「
眼
」
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
否
め
な
い

五
、
（
下
一
ペ
ー
ジ
）

　
・
伝
覚
如
１
　
写
本
「
無
量
壽
経
優
婆
提
舎
願
生
剥
　
婆
藪
槃
俑

　
　
菩
薩
造
並
註
巻
下
沙
門
曇
鸞
註
解
」

　
・
親
鰯
加
点
本
　
「
無
量
壽
経
優
婆
提
舎
願
生
偶
註
巻
下
」

六
、
（
下
四
ペ
ー
ジ
）

　
・
伝
覚
如
書
写
本
「
般
若
波
羅
察
」

　
・
親
鸞
加
点
本
　
「
般
若
波
羅
蜜
」

　
　
こ
れ
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
言
心
ヨ
ぼ
の
音
写
語
で
あ

　
　
る
か
ら
伝
覚
如
書
写
本
は
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
。

七
、
（
下
五
ペ
ー
ジ
）

　
・
伝
覚
如
書
写
本
「
不
正
得
奢
摩
他
」

　
・
親
蝿
加
点
本
　
「
不
正
得
奢
摩
他
名
也
」

　
　
訳
を
付
す
と
前
者
は
「
正
し
く
奢
摩
他
を
表
し
て
い
る
と
は

　
　
い
え
な
い
」
と
な
り
、
後
者
は
「
正
し
く
奢
摩
他
の
名
を
表
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し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
」
と
な
る
。
文
脈
か
ら
す
る
と

　
　
「
止
」
と
い
う
語
句
の
説
明
に
関
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で

　
　
伝
覚
如
書
写
本
の
読
み
は
不
適
切
で
あ
る
と
い
え
る
。

八
、
（
下
六
ペ
ー
ジ
）

　
　
・
伝
覚
如
１
　
写
本
「
初
器
界
分
中
又
有
三
重
」

　
　
・
親
鸞
加
点
本
　
「
器
分
中
又
有
三
重
」

　
　
前
者
は
「
（
器
世
間
ハ
仏
国
上
）
と
衆
生
世
間
（
仏
お
よ
び
菩

　
　
薩
）
の
中
で
〕
初
め
の
器
世
間
を
三
つ
の
意
義
に
分
け
て
説

　
　
く
」
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
後
者
は
「
器
世
間
を
三
つ
の

　
　
意
義
に
分
け
て
説
く
」
と
な
る
。
と
も
に
文
意
は
通
ず
る
。

九
、
（
下
七
ペ
ー
ジ
）

　
・
伝
覚
如
書
写
本
「
諸
経
説
言
」

　
・
親
鸞
加
点
本
　
「
諸
経
統
言
」

　
　
前
者
は
「
諸
経
に
説
い
て
言
う
」
と
な
り
、
後
者
は
「
諸
経

　
　
に
統
べ
て
言
う
」
と
な
る
。

十
、
（
下
七
ペ
ー
ジ
）

　
・
伝
覚
如
書
写
本
「
一
者
衆
生
多
小
不
可
思
議
」

　
・
親
鸞
加
点
本
　
「
一
者
衆
生
多
少
不
可
思
議
」

十
一
、
（
下
九
ペ
ー
ジ
）

　
・
伝
覚
如
１
　
写
本
「
十
一
者
荘
巌
聾
功
徳
成
就
」

　
・
親
鸞
加
点
本
　
「
十
一
者
荘
巌
妙
聾
功
徳
成
就
」

　
　
「
妙
」
と
い
う
字
の
異
同
で
あ
る
。
こ
の
文
は
『
論
』
本
文

　
　
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
論
』
諸
テ
キ
ス
ト
を
見
る
に
宋
版
、
元

　
　
版
、
高
麗
再
敬
版
な
ど
は
「
十
一
者
聾
功
徳
成
就
」
と
な
っ

　
　
て
お
り
、
「
妙
言
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
『
論
註
』
に
引
用

　
　
さ
れ
て
い
る
『
論
』
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
辻

　
　
本
俊
郎
〔
一
九
九
九
〕
「
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
考
」

　
　
『
無
量
寿
経
論
校
異
』
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
を
参
照
さ
れ

　
　
た
い
。

十
二
、
（
下
九
ペ
ー
ジ
）

　
・
伝
覚
如
書
写
本
「
十
七
者
荘
巌
一
切
所
求
功
徳
成
就
」

　
・
親
鸞
加
点
本
　
「
十
七
者
荘
巌
一
切
所
求
満
足
功
徳
成
就
」

　
　
十
一
に
採
り
上
げ
た
文
と
同
様
に
こ
の
文
も
『
論
』
本
文
で

　
　
あ
る
。
そ
こ
で
『
論
』
諸
テ
キ
ス
ト
を
見
る
に
宋
版
、
元
版
、

　
　
高
麗
再
離
版
な
ど
は
「
十
七
者
一
切
所
求
功
徳
成
就
」
と

　
　
な
っ
て
お
り
、
『
論
註
』
に
引
用
さ
れ
る
『
論
』
で
は
「
十

　
　
七
者
荘
巌
一
切
所
求
功
徳
成
就
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で

　
　
は
伝
覚
如
書
写
本
の
読
み
を
支
持
し
て
い
る
。

十
三
、
（
下
十
四
ペ
ー
ジ
）

　
・
伝
覚
如
１
　
写
本
「
周
満
世
界
」

　
・
親
鸞
加
点
本
　
「
周
遍
世
界
」

　
　
「
満
」
と
「
遍
」
と
の
字
句
の
異
同
で
あ
る
が
ど
ち
ら
も
文
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意
は
変
わ
ら
な
い
。

十
四
、
（
下
十
六
ペ
ー
ジ
）

　
・
伝
覚
如
書
写
本
「
得
囚
縁
則
生
」

　
・
親
鸞
加
点
本
　
「
得
囚
縁
即
生
」

　
　
「
則
」
と
「
即
」
と
の
字
句
の
異
同
。
ど
ち
ら
も
「
条
件
が

　
　
整
え
ば
〔
芽
を
〕
出
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
と
な
る
。

十
五
、
（
下
二
十
ペ
ー
ジ
）

　
・
伝
覚
如
書
写
本
「
是
故
次
韻
佛
主
」

　
・
親
試
加
点
本
　
「
是
故
次
観
主
」

　
　
前
者
は
フ
て
こ
で
次
に
仏
〔
国
土
の
〕
主
を
観
察
す
る
」
と

　
　
な
り
、
後
者
は
そ
こ
で
次
に
〔
仏
囚
土
の
〕
主
を
観
察
す

　
　
る
」
と
な
る
。

十
六
、
（
下
二
十
三
ペ
ー
ジ
）

　
・
伝
覚
如
書
写
本
「
既
言
元
知
故
元
所
不
知
足
所
不
知
者
」

　
・
親
試
加
点
本
　
「
既
言
元
知
故
元
所
不
知
若
元
所
不
知
者
」

　
　
両
者
と
も
「
既
に
無
知
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
知
ら
な
い
と
こ

　
　
ろ
が
な
い
と
い
う
。
知
ら
な
い
と
こ
ろ
な
け
れ
ば
、
云
々
」

　
　
と
な
る
。

十
七
、
（
下
三
十
五
ペ
ー
ジ
）

　
　
・
伝
覚
如
書
写
本
「
計
百
歳
之
長
」

　
　
・
親
鸞
加
点
本
　
「
計
百
歳
之
高
」

　
　
訳
を
付
す
と
前
者
は
「
百
年
経
っ
た
〔
樹
の
〕
長
さ
を
計
れ

　
　
ば
、
云
々
」
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
後
者
は
「
百
年

　
　
経
っ
た
〔
樹
の
〕
高
さ
を
計
れ
ば
、
云
々
」
と
な
る
。

十
八
、
（
下
四
十
ペ
ー
ジ
）

　
・
伝
覚
如
書
写
本
「
一
者
器
世
門
清
浄
」

　
・
親
鸞
加
点
本
　
コ
者
器
世
間
清
浄
」

　
　
「
世
門
」
と
「
世
間
」
の
異
同
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
伝
覚
如

　
　
書
写
本
が
誤
写
で
あ
る
。

十
九
、
（
下
四
十
ペ
ー
ジ
）

　
・
伝
覚
如
書
写
本
「
向
説
十
七
種
荘
巌
成
就
佛
上
功
徳
成
就
」

　
・
親
鴬
加
点
本
　
「
向
説
十
七
種
荘
巌
佛
上
功
徳
成
就
」

　
　
こ
の
文
は
『
論
』
本
文
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
論
』
テ

　
　
キ
ス
ト
を
見
る
に
、
宋
版
、
元
版
、
高
麗
再
燧
版
な
ど
は

　
　
「
向
説
十
七
種
佛
國
土
功
徳
荘
厳
成
就
」
と
な
っ
て
お
り
、

　
　
『
論
註
』
に
引
用
さ
れ
る
『
論
』
が
「
向
説
十
七
種
荘
巌
佛

　
　
土
功
徳
成
就
」
と
な
っ
て
い
る
。
伝
覚
如
書
写
本
で
は
「
荘

　
　
厳
」
と
い
う
語
句
が
重
複
し
て
お
り
、
誤
写
で
あ
る
と
考
え

　
　
ら
れ
る
。

二
十
、
（
下
五
十
一
ペ
ー
ジ
）

　
・
伝
覚
如
１
　
写
本
「
以
得
此
菩
提
以
得
此
菩
提
故
」

　
・
親
鸞
加
点
本
　
「
以
得
此
菩
提
故
」
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こ
れ
は
明
ら
か
に
伝
覚
如
書
写
本
が
「
以
得
此
菩
提
」
の
語

　
　
句
を
重
複
誤
写
し
て
い
る
。

二
十
一
、
（
下
五
十
三
ペ
ー
ジ
）

　
・
伝
覚
如
書
写
本
「
如
是
等
名
為
他
力
遇
哉
」

　
・
親
鸞
加
点
本
　
「
如
是
等
名
為
他
力
１
　
哉
」

　
親
鸞
加
点
本
の
読
み
で
は
「
こ
の
よ
う
な
は
た
ら
き
を
他
力
と

い
う
。
お
ろ
か
な
こ
と
で
は
な
い
か
」
と
な
る
。
伝
覚
如
言
写
本

で
は
文
意
は
通
ら
な
い
。

　
　
　
ま
　
と
　
め

　
以
上
、
伝
覚
如
書
写
本
『
論
註
』
を
親
鸞
加
点
本
の
そ
れ
と
対

照
さ
せ
て
検
討
し
た
。
こ
こ
で
一
応
の
結
論
を
述
べ
て
お
く
。
伝

覚
如
書
写
本
『
論
註
』
の
奥
書
に
は
「
覚
如
上
人
真
筆
墨
附
」

云
々
と
あ
る
が
、
覚
如
自
身
が
「
覚
如
上
人
真
筆
」
と
記
す
と
は

到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
書
写
年
代
の
記

載
も
な
い
。
さ
ら
に
伝
覚
如
書
写
本
『
論
註
』
は
誤
写
と
考
え
ら

れ
る
箇
所
も
多
い
。
し
か
も
、
本
願
寺
第
三
代
で
あ
る
覚
如
は

『
論
註
』
を
書
写
し
た
と
し
て
、
そ
の
際
親
鸞
加
点
本
の
そ
れ
を

参
考
に
、
あ
る
い
は
底
本
と
し
て
参
照
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然

で
あ
る
が
、
前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
両
テ
キ
ス
ト
の
行
取
り
や

字
句
・
語
句
の
異
同
か
お
る
。
つ
ま
り
、
た
と
え
こ
の
書
が
覚
如

真
筆
だ
と
仮
定
し
て
も
親
鸞
加
点
本
を
底
本
と
し
て
い
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
（
そ
の
場
合
、
そ
こ
に
は
い
か
な
る
事
情
が
あ
っ
た

の
か
と
い
う
新
た
な
問
題
点
も
浮
上
し
て
く
る
）
。

　
そ
し
て
、
京
都
国
立
博
物
館
〔
一
九
九
八
〕
『
五
〇
〇
㈲
忌
東

西
合
同
特
別
展
覧
会
　
蓮
如
と
本
願
寺
－
そ
の
歴
史
と
美
術

－
』
に
は
覚
如
筆
「
上
宮
太
子
御
記
」
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
が
そ
の
字
体
を
比
し
て
も
、
も
ち
ろ
ん
覚
如
の
書
写
年
齢
な
ど

も
考
慮
に
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
覚
如
の
字
体
と
は
異
な

る
よ
う
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
「
覚
如
の
書
で
は
な
い
」
と
い
う
国
枝

教
授
、
岸
教
授
の
説
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
写
本
が
「
書
体
か
ら
見
て
室
町
時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
」
と

い
う
見
解
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
な
根
拠
が
あ
っ
て
こ
の
よ
う
に

結
論
づ
け
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
現
在
云
々
す
る
準
備
が
な
い
の
で

別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。
ま
た
、
本
書
の
翻
刻
に
関
し
て
も
か
な

り
大
部
に
な
る
の
で
紙
幅
の
都
合
上
別
の
機
会
に
報
告
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
洋
文
化
学
科
　
平
成
二
年
卒
業
）
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